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３. 読み手のアンケート    
　および実験後インタビューより
　本話題提供では、絵本読みの熟達者と非熟達者
において異なるのか点をアンケートおよびインタ
ビュー調査の結果から報告した。まず、「絵本の読
み聞かせにおいて気をつけていること／気をつけ
ようと思っていること」という質問の回答を分類
した結果、①読みの技術、②聞き手への配慮、③
環境設定、④イメージ、表現の 4 つの側面が抽出
され、このうち、熟達者では「子どもたちの表情
やしぐさ、言葉を感じとりながら」といった②聞
き手への配慮に言及が多いこと、非熟達者では
「ゆっくり、はっきりとした大きな声で」といった
①読みの技術に言及が多いことが明らかになった
ことから、熟達者と非熟達者の違いは、読みの技
術面でなく、聞き手である子どもに配慮するかど
うかにあることを報告した。また、熟達者でも読
み聞かせ歴が10年未満と浅い場合に①読みの技術
へ言及していたことから、熟達過程で読みの技術
は自動化されるのではないかと示唆した。また、
読みの側面として抽出された「お話の世界に入る」
といった④イメージ、表現は、先行の保育者を対
象とした研究で見られなかった側面である。実際
に「なるべく自分の主観が入らないように」とい
う保育士経験者がいたことから、熟達者でも、保
育者として読むのか、また別の立場で読むのかに
よっても自身のイメージの世界の表出の仕方に違
いがあるのではないかということを示唆した。こ
の、自身のイメージの世界の表出をどのように、
どこまでするのか、という点に関しては会場を交
えて活発な意見交換が行われた。
（文責：石川由美子 [イシカワ・ユミコ] 聖学院大
学人間福祉学部子ども心理学科教授）
（文責：齋藤　有 [サイトウ・ユウ] ルーテル学院
大学総合人間学部助教）
左上：宇奈月やつ子氏（コメンテーター）
中央上：齋藤　有先生（発題者・コメンテーター）
右上：水谷　勉氏（発題者・コメンテーター）
下段：会場風景
